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論 文 内 容 要 旨
本論では、中国雲南省紅河ハニ族イ族 自治州 に属 している元陽県を舞台に、そ こにおける 「撮影
の旅」を例 として取上げ、観光イメージの構築 をめぐり、異なる主体の実践 を包括的に明 らかにす
ることを目的 としている。特に、写真 とい う表象装置 をもち、棚 田の写真を撮影す るために訪れる
カメラマンを例 として扱 うことにより、従来イメージの受け手であるとされた観光者がイメージを
表象す る主体 とな り、彼 らの撮影す る行為、及び撮影 した写真 が観光イ メー ジの構築に関与 してい
る実態を明 らかにす る。


















第1章 では、本論文の基本的視座 ・方法論を提示する。従来観光人類学において用い られてきた
ホス ト側 とゲス ト側 とい う二項対立な図式は、文化仲介者の存在 を無視 していると指摘する。これ
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までの観光イメージの研究においては、観光業者や メデ ィア関係者 が、メデ ィアを通 して、観光イ
メージを生産す る主体 となっているのである。また、政府、民族知識人、地元住民 も観光イメー ジ
の構築に関与 してきた と論 じられてきた。観光者は多様な表象主体 による生産 された 「観光イメー
ジ」の消費者であ り、ただ単に創 り出されたイ メージを受動的に受け入れているに過 ぎないと考 え
られ てきた。一方、本論 は、今 まで扱 われることがなかった観光者 に着 目して分析 を行い、観光イ
メージを受動的 に受 け入れ るとされた観光者 も観光イメージの構築に関わっていると考 えられ る。
観光者が観光イメージを解読す ることによって、形成 されてきた観光経験が、再び新 しい観光資源
として再構築 され、再表象 されていくと考えられ る。すなわち、観光者が観光イメー ジの生産者 で
あ り、消費者で もある。
第2章 では、中国における観光形態の変遷を整理す る中で、本論で扱 う特殊な観光形態である「撮
影 の旅」が どのよ うに位置づけられるのかを明 らかにす る。1990年代後半に入 り、 これまであま
り扱われていない、小規模 且つ特色を持つ新 しい観光形態が展開 してきている。例 えば、ドライブ ・
ツー リズム、徒歩旅行 、撮影 の旅な どである。元陽における 「撮影の旅」は観光名勝 を見物するマ
ス ・ツー リズム と異な り、観光者の人数が少な く、ほ とん ど旅行会社を利用せず、専 ら棚 田の写真
を撮影す るために旅 に出かけるものである。元陽県内では標高差が大きいため、南北両方 向か らの
気流が衝突する。その影響 を受 けて、気候の垂直変化 も著 しい。そのため、元陽では、光 と影、及
び色の変化が非常に複雑かっ豊富であ り、山の起伏による曲線が立体感 を持った棚田の畦 の効果 と
相俟って撮影 に とって最高の地 となってい る。光線 、雲、霧、棚田、棚 田に溜め られた水 、そ して
それ らが織 り成す風景は自然景観 として最 もカメラマンを惹きつけ、他の棚田地域 で見 られない独
特な景観を形成 してきた。また、元陽における各少数民族の服飾 、祭 り、住宅など生活風景な ども、
「人文景観」としてカメラマンを魅了 している。
第3章では、まず、元陽にて行われてい る 「撮影の旅」 とい う観光形態を紹介 し、撮影の旅の行
為者 であるカメラマンの位置づけを探 る。そ して、 「棚田の美」がいかに写真によって生産 される
のかを考察す る。1990年代後半か ら、従来のマス ・ツー リズム と違い、 「写真を撮 る」 といった活
動を中心に据 えた撮影旅行がますます盛んになってきた。本研究で とりあげた元陽は 「光 と影のパ
ラダイス」と言われるほ ど、多 くのカメラマ ンを惹きつけてきた。本研究において、カメラマ ンと
い う言葉 の意味は、"職業 として撮影をする人"で はな く、「カメラに拘る人、撮影 に得意な人、撮
影が好きな人々」とす る。専 ら元陽棚 田の写真 を撮影する人々は、老若男女を問わず、誰でもカメ
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ラマ ンになる。元陽がカメラマ ンに注 目されて以来、 「棚 田の美」を表現する写真 はおびただ しく
写 され、棚田は これまであま り見 られなかった綺麗 な姿で表 されてきた。すなわち、「壮観 」、 「仙
境」、「色 とりどり」、 「原生態」、「奇跡」な どのよ うに、ステ レオタイプ化 され た 「棚 田の美」が写
真 によって創 出 されてきた といえる。 しか し、写真 に写 された 「棚田の美」は棚 田の僅か一部分 の
真IEさであ り、決 して棚 田地域のすべてではないことも伺える。
第4章 では、棚田のイメー ジ構築における政治的且つ経済的な実践である世界遺産登録の申請活
動を検討す る。中国における世界遺産登録への申請 ブーム とともに、紅河州政府および元陽県政府
が、意図的 に棚 田をハニ族 と結びつ かせ 、「ハニ棚田」 とい う名称を用いて積極的に世界遺産登録
の申請活動 を行ってきた。世界遺産登録の申請 を有利に進めるために政策 を実施 したほか、ハ ニ民
俗文化生態村 を改築 し、観光スポ ッ トを建築す るな どイ ンフラを整え、パンフ レッ トを中心に宣伝
の側面も含 め様々な観光開発 を行 ってきた。1990年代 か ら盛んになった 「撮影の旅」により、既
にカメラマ ンが共有 していた撮影 スポ ッ トが、政府の観光開発を方向づけた と言えよ う。これ らの
観光開発は 「ハニ棚 田文化」を保護、発展 させ ようと銘打ち、行われた。 しか し、 「ハニ棚 田文化」
は、一体どこまでハニ族の文化 を代表できるかどうかが疑問視 され る。また一括 されているハニ族
に属す るサブ ・グループに関する民族 の多様性がここでは省略 されている。棚田を用いて、ハニ族
における最大の文化要素を設定 し、恣意的に特定民族に関す る文化の一特徴 を強調 しているが、ほ
かの文化的な要素が無視 され る危険性 を孕んでいる。
第5章 は、元陽県における民族関係がいかに形成 されているのかを整理 した うえで、「ハニ棚 田」
と名乗 り世界遺産登録申請 を進 めることによって、ハニ族の 「偉大な才知」の象徴である棚 田」は
一体 「誰の棚 田であるのか?」 とい う民族間の争議が生 じてきたことを取 り上げ、この争議の背景
について、各 民族知識人の実践 を中心に明 らかにす る。元陽県における少数民族相互間の関係 は、
「塩 と唐辛子が同 じ臼で引かれ、哈尼(ハ ニ族)と 哈窩(イ 族)が 同 じ母親 に生まれた兄弟だ」 と
の諺が謳われた ように、歴史上に民族間の対立を生 じたこ ともない、非常に親密な関係 が伺われ る。
しか し、世界遺産登録の申請名称をめ ぐり、民族間の新 たな争議が生 じてきた。ハニ族を研究 して
いる学者及びハニ族 の知識人たちは、1982年に出版 された 『哈尼族簡史』に基づき、棚田がハニ
族のシンボルであ り、ハニ族 こそが紛れ もな く棚 田の所有者で もあると正当化 しつつ、政府 の世界
遺産 申請活動 に学術的な根拠 をサ ポー トしている。一方、「紅河ハニ棚 田」 とい う世界遺産の申請
名称に対 し、棚 田の所有者 はハ ニ族だけではな く、イ族 など他民族 も除外 され てはいけないと他の
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民族が異論 を唱 えていた。
第6章 は、観光化 されっっある元陽地域 において、撮影側の撮影行為及び撮影作品によって、撮
影 され る側である現地住民がいかに棚 田の価値 を再認識 し、観光イメージをうま く利用 しているか
を明 らかにする。多 くのカメラマンが訪問 し 「棚田の美」に関す るおびただ しい写真 を生産するこ
とによ り、現地の住民たちにとって世々代 々耕 している棚 田は、収穫に よりもた らされ る楽 しみ と
いった従来の認識 に加 えて、さらに新 しい意味が付与 されてきた。それ は、綺麗な棚 田の風景 を眺
める場所 に外部者 を案内 し、よい棚田の写真が撮影 できそ うな場所を占有することによ り、経済利
益をもた らす ことができる とい う認識 だと考 えられ る。そ して、観光者 は、観光対象 とされた人々
の伝統文化や 日常生活に対 して、手が加 えられていない状態である「原生態」イメージを期待す る。
一方、現地住民は経済利益の獲得 を図るために、観光者の期待に沿い、貧 困なイメー ジを強化 し、
「要(要 求)」よ り 「給(与 えて もら う)」への工夫な ど、い ろいろ工夫を凝 らして、「貧 困」や 「可
哀相」といったイメージを演出 している。また、元陽における 「撮影の旅」により、新 しく生 じて
きた現地社会内部の葛藤 を検討 し、観光が社会的な不平等を もた らす一つの原因 となっていること
を指摘す る。
第7章 では、1970と1980年代、1990年代、2000年代異なる時代に撮影 された写真 を取上げ、
棚 田のイメージに関する変遷 を歴史的に辿 る。 「撮影 の旅」が誕生す る直前である1970、1980年
代に写された写真 は主に元陽県の出来事、村落風景、民族の祭 りなどであった。また、棚田は専 ら
農作の風景 として取上げられ、棚 田を通 じて当地の少数民族の創造力が謳われていた とい うことで
ある。1992年か ら1993年にかけて、カメラマ ンの間でよく話題になっているフランス人 のカメラ
マ ン ヤ ン ・ラマ氏が元陽 を訪問 した。彼 の撮影 した写真 、及び写真 に関する説 明文を分析 して
みる と、ヤン ・ラマ氏の作品は当時の元陽の現実を確かに再現 していたが、そこにはオ リエンタ リ
ズムとい うイデオロギー も潜んでいるともいえよ う。1990年代後半から現在まで、ステ レオ タイ
プ化 された写真がおびただ しく生産 されてきた。これ らの写真 はいずれ も似ているので、他人 より
も良い一枚の写真がで きるまで、異な る撮影場所への変更、同じ場所 に行 く場合でも撮影機材の更
新、撮影季節の選択 など、色々な工夫を して再び訪問する。また、カメラマンたちが撮影 した写真
は、政府 が主催 したフォ トコンテス トや写真展覧会に展示 され、或いは写真集や絵葉書 として出版
され、インターネ ットの掲示板やプログに掲載 されるな ど、様 々なメディアにより写真 とともに観
光イメージとして伝達 されてきた。
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第8章 では、以上の各章で論 じた内容 を踏 まえ、結論 を導 く。撮影者であるカメラマンはもとよ
り、政府、民族知識人、撮影 され る側 である現地住民な どといった各表象主体が、異なる利害 と関
心 をもち、様 々な側面か ら棚田を表象 し観光イメージを構築 してきた。異なる位置にある各表象主
体のあいだに力関係の網 目が交錯す るなかで起 こっている、観光イメージ構 築の政治性及び経済性
を考察する。また、 「撮影の旅」にお ける撮影行為が、常に他人の写真 より、自分の今までの写真
よ り、さらに 「より良い一枚 の写真」への期待を持って行 われ る。これ は撮影者 の持つ創造性 と理
解できるだろ う。カメラマ ンの持つ創造性 があるか らこそ、観光者 としての彼 らが観光イメー ジを
創出 し、さらに絶えず構築 してい くことが可能にな ると考える。元陽にお ける 「撮影の旅」におい
ては、カメラマ ン及び彼 らの撮影 した作 品が、観光イメージの構築に果たした役割は以下の4点 に
ま とめ られ る。第一点 目は、観光スポ ッ トの創出である。第二点 目は、視線 の構築である。第三点
目は、観光イ メージを伝達することである。第四点 目は、観光イ メージを強化することである。以
上のように、従来観光イメージの受け手 と見なされ る観光者は、観光イメージの構築者、伝達者、




















らに考察すべき余地を残 した点が階しまれる。 しかし、こうした点を差 し引くとしても、本論文は当該分野におけ
るオリジナ リティーのある研究として認めるに充分な内容を有しており、よって、本論文は博士(学術)の学位論
文として合格と認める。
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